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資料-１

石狩川流域委員会（第13回）

石狩川流域委員会（第13回 平成31年3月15日)



11前回の流域委員会での意見について

Ⅰ 豊平川河川整備全体像について

 昭和５６洪水による河床変化

 樹木伐採・管理及び有効活用事例について

 豊平川上流部の露岩箇所ついて

 災害時の情報伝達方法について

Ⅱ 豊平川流域の降雨パターンについて
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22Ⅰ豊平川河川整備の全体像について
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札幌市の人口の推移
※札幌市HP統計データより作成

S25:床止群整備

H1:定山渓
ダム建設

S47:豊平峡
ダム建設

S17:市街地左
右岸連続化

M14:市街地左岸
堤防実施

S46:高水敷整備

S7:新水路
実施

S3:水衝部
対策開始

M4:鴨々水
門・豊平橋

新設

 豊平川では、商業活動のための舟運や人口増加に伴う農業用水や水道用水の確保、市街地の洪水氾濫を防ぐための堤防整備、人々の河川空間
利用を目的とした高水敷整備など、河川整備を通じて流域の発展に伴う様々なニーズに応え、都市の発展に寄与してきた。

 ひきつづき「都市河川」における洪水に対する安全性と発電、上水道などの利用による地域の産業や人々の生活をささえる機能をもつ豊平川を次
の世代へ引き継いでいくことが重要であり、最近の気象変化や社会環境を踏まえつつ、段階的な治水安全度の向上と河川環境の整備・保全を進め
る必要がある。
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■流域の発展
 豊平川は札幌市を貫流する一級河川であり、明治２年の開拓使設置以降、札幌オリンピック等を契機に都市の発展が進み、昭和40年代には流

域人口が100万人を超えた。
 また、豊平川では過去幾度も洪水被害に見舞われ、昭和56年洪水では既往最大の被害が発生した。豊平川流域では昭和56年洪水以降も市街

地の拡大が進み、資産やライフラインのストックが増加している。

3

豊平川河川整備の全体像について

年 札幌の開発 札幌市の人口 主な洪水 治水事業 治水計画 利水・環境

明治2年 開拓使設置
明治４年 鴨々川水門設置 豊平橋架橋
明治19年 北海道庁設置 新川開削（～M20）
明治31年 明治31年9月洪水
明治37年 明治37年7月洪水
明治43年 第一期拓殖計画

明治44年
明治44年～大正3年 豊平川治水調査

・雁来地点計画高水流量 2,000m3/s
大正2年 約９万５千人 大正2年8月洪水
大正11年 大正11年8月洪水
昭和7年 昭和7年8月～9月 豊平川新水路（～S16）
昭和11年 藻岩発電所・取水堰（発電）
昭和12年 藻岩浄水場
昭和16年 堤防連続化
昭和24年 厚別川新水路（～S29)
昭和25年 床止群整備（～S48）
昭和26年 北海道開発局設置

昭和28年
昭和28年9月 石狩川全体計画の策定

昭和32年 定山渓浄水場
昭和33年 宮町浄水場
昭和36年 昭和36年7月洪水
昭和37年 昭和37年8月洪水

昭和40年 約８０万人
昭和40年4月 工事実施基本計画策定
・基本高水流量(雁来)：2,650m3/s
・計画高水流量(雁来)：2,000m3/s

昭和42年
昭和43年 排水機場整備（～S63）

昭和46年
西野・白川浄水場
高水敷環境整備着手

昭和47年 札幌オリンピック 豊平峡ダム 砥山ダム（発電）
昭和50年 昭和50年8月洪水

昭和56年
昭和56年洪水（8月上
旬・下旬）

伏籠川流域整備計画

昭和57年 約１４０万人 石狩放水路

昭和57年3月 工事実施基本計画改定
・基本高水流量(雁来)：3,100m3/s
・計画高水流量(雁来)：2,000m3/s

昭和63年 昭和63年8月洪水
平成元年 定山渓ダム
平成7年 伏籠川新流域整備計画
平成13年 平成13年9月洪水
平成15年 清流ルネッサンスⅡ

平成16年

平成16年6月 石狩川水系河川整備基本
方針策定
・基本高水流量(雁来)：3,100m3/s
・計画高水流量(雁来)：2,000m3/s

平成17年

平成18年 豊平川河川整備計画

平成18年9月 石狩川水系豊平川河川
整備計画策定

・整備計画目標流量(雁来)：2,400m3/s
・河道配分流量(雁来) ：1,900m3/s

平成19年
床止群改築（～現在）
堤脚保護護岸（～H23）
河道掘削（～現在）

平成23年 平成23年9月洪水
平成26年 平成26年9月洪水 大雨特別警報

現在（平成30年） 北海道開基150年 約１９０万人 平成30年7月洪水
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明治２年 現在の創成橋を基点とし、
島義勇がまちづくりスタート

明治４年 鴨鴨水門新設

安政4年（1857年） 吉田茂八、志
村鉄一が渡し守として活躍
明治４年豊平橋が初めて架橋

明治１４年 市街地を守るため、
左岸側の堤防整備実施

寺尾堀

大友堀

吉田堀

島義勇の像

吉田茂八の碑

志村鉄一の碑

4

 明治初期の豊平川は、左岸側の低い扇状地面に網状の河道を形成し、氾濫を繰り返していた。それに対し明治14年、豊平川で初めての堤防が完
成するなど治水対策が進められてきた。

 伏籠川に至る創成川では、慶応年間から明治初期にかけて開削した大友堀や寺尾堀、吉田堀などの舟運、飲料、防火用水等を兼ねた水路が整備
された。

 新川は、明治19年から20年かけて、治水、排水、舟運を目的として開削された。
 一方、石狩川の治水は明治43年から始まり、大正7年から捷水路工事に着手。昭和6年に生振捷水路、昭和8年に当別捷水路が完成し、現在の

茨戸川が誕生した。

治水事業のはじまり

明治30年代

野
津
幌
川

サ
ク
シ
ュ
琴
似
川
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5

世田豊平川

野
津
幌
川

月
寒
川

茨戸川

豊
平
川

中
の
川

手
稲
山
口
川

現在の河道

明治中期の河道

豊平川流域

伏籠川流域

新川流域

現在の市街地

凡 例

出典：『さっぽろ文庫24 札幌と水』

豊平川

発寒川

伏
籠
川創

成
川

石狩川

茨戸川

慶応２年完成

明治３年完成

明治４年完成

明治７年,１７年改築

凡 例

大友掘

寺尾掘

吉田掘

鴨々水門

新川

明治２０年通水
新川

明治３年完成

新川の開削

 かつての琴似川や発寒川などは、石狩川の背水の影響を強く受
け、頻繁に氾濫していた。札幌北部は湿地帯であり、農耕地として
不向きであった。新川は明治19年から20年にかけて治水、排水、
舟運等を目的として開削された。

 新川は札幌北部の発展に貢献。
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昭和７年～昭和16年 新水路工事実施

昭和１５年 市街地の左右岸堤防が連続化

昭和３年 水衝部対策

保原 元二

6

 豊平川では明治44年から大正3年にかけて治水調査を実施。
 米里付近から豊平川河口まで河道は蛇行し、川幅が狭く勾配も緩いため、洪水の流れを阻害していた。
 豊平川新水路が昭和16年に通水、その後、周辺一体の湿地は農地へと変貌した。また、新水路区間と市街地の左右岸には、昭和16年までに堤防

が連続化した。

明治４４年技師である保原元
二を中心に平面測量や水文調
査開始。

計画的な河川改修へ

昭和20年代

野
津
幌
川

サ
ク
シ
ュ
琴
似
川
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開削(6.7km)
昭和7年～昭和16年

開削(3.7km)大正7年～昭和6年

開削(2.8km)大正13年～昭和8年

開削(0.9km)大正8年～大正10年

開削(1.6km)大正11年～大正12年

開削(2.6km)
昭和24年～昭和29年

開削(2.3km)
大正12年～昭和8年

2

4

3

1

5

6

7

新水路（昭和7年～昭和16）新水路（昭和7年～昭和16）

記号 河川名 名称 延長 開削工事期間

⑥ 豊平川 豊平川新水路 6.7km Ｓ7 ～ S16

 米里付近から豊平川河口まで河道は蛇行し、川幅が狭く勾配も緩いため、洪水の流れを阻害していた。
 石狩川への合流点を下流に切り替える豊平川新水路が計画され、昭和7年に新水路の開削に着手、昭和16年に通水。新水路

掘削と合わせて堤防の連続化を実施。その後、周辺一体の湿地は農地へと変貌した。

豊平川新水路、堤防整備について

7

明治２９年

石狩川

豊
平
川

湿地

昭和３０年

石狩川

豊
平
川

農地

湿地

雁来床止工

雁来床止工
・昭和15年設置
・平成2年撤去
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8

昭和２５年 床止群整備

戦後、整備が再開され、豊平川
の堤防が連続化。

昭和４７年冬季オリン
ピック開催に向け五輪
大橋・南７条大橋、南19

条大橋を架設

昭和４６年 高水敷整備

 昭和25年～昭和48年にかけて河床低下防止等のため全7基の床止めが設置され、昭和47年に豊平峡ダム、平成元年に定山渓ダムが完成した。
 石狩川放水路が昭和47年から着手し、昭和56年洪水時の緊急通水を経て昭和57年に完成。
 厚別川新水路は昭和24年から着手し、昭和29年に完成。その後昭和33年に野津幌川、昭和38年に厚別川、昭和40年に月寒川、昭和42年に望月寒

川の河川改修に着手。
 低平地である伏籠川流域では、市街地の発展と石狩川の背水の影響を受けることから、洪水被害軽減のため総合的な治水対策が進められている。
 昭和56年に石狩川で、戦後最大の洪水が発生し、現在に至る河川改修を実施、また、直轄砂防事業を開始し、野々沢川、穴の川、オカバルシ川、南

の沢川、簾舞川と砂防5渓流を順次着手している。

定山渓ダム 平成元年完成

豊平峡ダム 昭和４７年完成伏籠川総合治水事業

茨戸排水機場 昭和５９年完成

豊平川直轄砂防事業

南の沢川砂防えん堤

本格的な河川改修の実施

世田豊平川

厚
別
川 野

津
幌
川

月
寒
川

茨戸川

豊
平
川

サ
ク
シ
ュ
琴
似
川

現在
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昭和56年8月上旬洪水緊急通水

石狩放水路について

 洪水時、志美運河水門が閉扉されるため、茨戸川等を含む伏籠川流域は石狩川の背水の影響は受けず、伏籠川流域は石狩放水路、雁来排水機
場等を通じて流下、内水排水される。

 洪水時に石狩川や豊平川の水位が上昇した場合、志美運河水門を閉扉。
 伏籠川流域の降雨については、石狩放水路や雁来排水機場を通じて、域外に排

水されるため、石狩川や豊平川の水位の影響は受けない。

志美運河水門（洪水時：閉扉）

石狩川放水路

石狩放水路

完成年 昭和57年

延長 2,458 m

幅 50 m

計画流量 500 m3/s

運河水門

放水路水門

茨
戸
川

伏籠川

発
寒
川

創
成
川

石狩川

洪水時

石狩放水路

石狩川

運河水門

放水路水門

茨
戸
川 発寒

川
創
成
川

伏籠川

平常時

石狩放水路

9
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昭和56年洪水によって、豊平川の市街地区間では河床洗掘や局所的な土砂堆積が発生した。

 KP17～18付近で約2.7万m3の土砂の堆積。

土砂堆積

土砂堆積

縦断図

土砂堆積
（7,000～13,000m³）

10

昭和５６年洪水による河床変化



1111昭和５６年洪水による河床変化

■S56年9月撮影（南22条橋 8号床止め付近）

11

■S56年8月撮影（南22条橋 8号床止め付近）

昭和56年8月出水によって、８号床止め付近KP17～18で約2.7万m³の土砂の堆積が発生し、緊急的な断面の確保を行った。

8号床止め

8号床止め



1212都市の発展（水利用状況等）

12

大正初期頃の定山渓発電所
（北海道大学附属図書館蔵）

建設当時の藻岩第1浄水場
（札幌市水道局HPより）

豊平川 五輪大橋より下流（平成30年撮影）

 豊平川の水は、地域の産業や人々の生活を支え、地域社会の発展に寄与してきた。
 水力発電は、明治42年に定山渓発電所が完成したことに始まり、現在、５つの発電所がある。
 上水道用水は、昭和12年に藻岩第1浄水場を建設し給水を開始したことに始まり、現在、札幌市の上水道用水の約98％が豊平川の水に依存し、そ

の内、約８割以上が豊平峡ダム、定山渓ダムから供給されている。
 日本で初の冬季オリンピック（昭和47年開催）を契機に、予想される交通混雑の解消のため、五輪大橋、南7条大橋、南19条大橋や地下鉄南北線、

堤防道路などが整備され、急速に都市が発展した。
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豊平川における水利用
豊平川の水利用

豊平川における水利用の内訳
H28.3.31現在

 豊平川の水利用は、発電用水が約９割、水道用水が約１割となっており、水道用水の8割以上を豊平峡ダム及び定山渓ダム
から供給している。

出典：平成29年度（2017年度）水道事業年報 [札幌市水道局]

給水普及率とダム建設等

かんがい

用水

0.3%

発電用水

88.9%

水道用水

10.5%

工業用水

0.2% その他

0.1%

利水の現状

 水力発電は、豊平峡ダムの豊平峡発電所、定山渓ダムの小樽内発電所、砥山ダムの砥山
発電所、藻岩ダムの藻岩発電所等を合わせて最大 84.1m3/sの取水により、最大出力
83,470kWが発電されている。

 豊平峡ダムにおいて観光放流を行っているほか、定山渓ダム、砥山ダム、藻岩ダムにおい
て維持流量の放流を行っており、無水区間の解消など流況改善に努めている。

 水道用水については、昭和12年に藻岩第1浄水場を建設し給水を開始したことに始まり、そ
の後の札幌市における急速な人口の増加や市域の拡大にあわせ、水道施設も拡張を重
ね、現在では、藻岩、白川及び定山渓浄水場で約 81万m3/日の給水能力を有している。

 札幌市の水道用水は約98％を豊平川に依存しており、その8割以上は豊平峡ダム及び定
山渓ダムから供給されている。
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給水人口

給水普及率の推移
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砥山発電所
（昭和48年）

豊平峡発電所
（昭和47年）

小樽内発電所
（平成元年）

白川第1浄水場
（昭和46年）

定山渓浄水場
（昭和32年）

白川第2浄水場
（昭和54年）

白川第3浄水場
（昭和63年）

豊平川水道水源水質保全事業
導水路（札幌市）

（明治42年）

（昭和47年）

（昭和48年）

（平成元年）

（昭和32年）

（昭和46年）

（昭和11年）

（昭和12年）
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月
寒
川

白井川

濁
川

手
稲
土
功
川

現行整備計画におけるこれまでの取組

B.低平地の新水路区間

C.都市部の急勾配区間

【これまでの主な取組】
・伏籠川総合治水事業、清流ルネッサンスⅡの実施

【これまでの主な取組】
・排水機場、防災ステーションの整備
・河道掘削の実施
・土地区画整理事業と連携した堤防

【これまでの主な取組】
・床止群、魚道の整備
・高速流対策の実施
・樹木伐採

【これまでの主な取組】
・多目的ダムの管理
・砂防施設の整備

D.山地を流下する区間

14データ：数値地図50mメッシュ（標高）：国土地理院 平成11年4月1日発行

A

B

C

D

A.低平地の石狩川旧川区間



1515Ａ 低平地の石狩川旧川区間

石狩川放水路により洪水時の排水性が

茨戸川の水質改善のための清流ルネッ

市街化率に合わせた流出抑制対策（総

15

【特 徴】
石狩川最大の旧河道（茨戸川）が残る

低平地。
石狩川の背水の影響を大きく受ける区

間。
河床勾配が緩く停滞性水域である茨戸

川は、かつて都市排水の流入により水
質が悪化し、アオコが発生。

【これまでの対策・取組】
 伏籠川総合治水事業により、遊水地、

排水機場の整備や都市部からの流出
抑制対策を実施。

 茨戸川の水質改善のための浚渫、清流
ルネッサンスⅡを展開。

【現行整備計画における取組】
市街化の進展に合わせた流出抑制対

策（伏籠川総合治水事業）の継続。
茨戸川清流ルネッサンスⅡの継続
洪水氾濫時の危機管理体制

KP10.0

KP5.0

KP15.0

KP4.0

KP6.0
KP7.0

KP8.0

KP9.0

KP11.0

KP12.0

KP13.0

KP14.0

KP16.0

KP17.0

KP18.0
KP19.0

A-1：伏籠川総合治水事業
（継続中）

A-2：茨戸川清流
ルネッサンスⅡ

（継続中）

KP1.0
KP2.0

KP3.0

KP4.0

KP5.0

KP6.0
KP7.0

KP8.0

KP9.0

KP10.0

KP11.0

KP12.0

KP13.0

KP14.0

KP15.0

KP16.0 KP17.0

KP18.0

KP19.0

浚渫
（H10完成）
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伏籠川総合治水事業

Ａ-1 伏籠川総合治水事業について

茨戸排水機場

排水機場の整備

周囲を高くして校庭など
に雨水を貯留

流出抑制対策
（雨水調整池の整備）

伏籠川流域図

遊水地の整備

モエレ沼遊水地

昭和54年に総合治水対策特定河川に指定され、昭和56年に伏籠川流域整備計画を策定し、伏籠川総合治水事業を実施。
北海道開発局、北海道、札幌市、石狩市が連携し、浸水被害軽減に向けた取組みを実施。

遊水地の整備

発寒川遊水地

16
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 札幌市では、雨水対策として下水道施設や雨水貯留施設の整備を促進しているとともに、札幌市建築基準法施行条例に基づき出水等の危険が著し
い区域を災害危険区域として指定し、床面の高さを規制するなど、浸水被害の防止・軽減に向けた取り組みを行っている。

 北海道では、望月寒川沿川市街地における洪水被害の防止を目的に、望月寒川から豊平川へ洪水流を分流する放水路事業を進めている。

Ａ-1 札幌市と北海道の取組について

札幌市の浸水対策

出典：浸水対策のパンフレット 「雨に強いまちづくりをめざして」より
流域貯留浸透事業箇所

望月寒川放水路

札幌市HP 望月寒川流域貯留浸透事業より

◆望月寒川放水路（北海道実施）・・・望月寒川から豊平川に45m3/s分流
◆流域貯留浸透事業（札幌市実施）・・望月寒川流域36ヶ所、計画貯留量約4万m3

札幌市と北海道の事業

札幌市災害危険区域

札幌市建築基準法施行条例による規制

西岡中央公園 流域貯留施設
（豊平区 平成16年整備）

望月寒川放水路トンネル内部
（平成16年着手、現在整備中）

北海道HP 北海道インフラツアーより 17



1818

0

2

4

6

8

10

12

14

16

S55 S57 S59 S61 S63 H2 H4 H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28

環境基準

生振３線（下部湖盆）

樽川合流前（下部湖盆）

生振８線（中部湖盆）

上部湖盆

年
別

B
O

D
75

%値
（m

g/
L
)

1978～底泥浚渫を実施（1997完了）
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Ａ-2 茨戸川清流ルネッサンスⅡについて
 石狩川最大の旧川で停滞性水域である茨戸川は、都市排水の流入によりアオコが頻発していたことや、札幌北部地区河川では河川水が停滞する箇

所が見られ水環境が悪化していた。
 このため、関係機関等との「協働」により、浚渫、導水及び下水道事業を実施し、茨戸川の水環境の改善と、札幌北部地区河川の流量確保を推進。
 導水にあたっては豊平川の流量が著しく減少するような場合には、導水を停止する運用となっている。

 平成15年3月 ： 石狩川水系茨戸川及び札幌北部地区河川水環境改善緊急行動計画
⇒ 茨戸川清流ルネッサンスⅡ 策定

（北海道開発局：完了）
（札幌市：完了）

（札幌市：継続中（～H34年度(予定)））

（地域住民と連携：継続中）

茨戸川清流ルネッサンスⅡの概要

改
善
対
策

対策項目
運用期間と渇水時の考

え方

浄
化
用
水
（
維
持
用
水
）
の
導
水

創成川
ルート

導水量
1.5m3／s
（自然流下）

5月～11月 最大1.5m3/s
※ 豊 平 川 藻 岩 地 点 で
3.6m3/sを下回る時は導水
停止
12月～4月 0.3m3/s（創成
川維持流量）

雁来
ルート

導水量
1.0m3／s
（ ポ ン プ 圧
送）

5月～10月
※ 豊 平 川 雁 来 地 点 で
4.8m3/sを下回る時は導水
停止

石狩川
ルート

導水量
86,400 ㎥
／日
（平均1.0m3

／s）
（自然流下）

6月
樋門 呑 口の 塩 分濃 度＞
1.0PSUで停止
7月～11月
樋門 呑 口の 塩 分濃 度＞
2.0PSUで停止
※石狩川 石狩大橋地点で
100m3/sを下回る時は導水
停止

【1970年代の茨戸川の状況】
○BOD（75%値）が10mg/L以上
○アオコが河川一面に発生
○アオコ発生による被害
・悪臭の発生・景観の悪化
・生物の生息状況の悪化
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2003年 2008年

1976年

茨戸川の課題と事業の効果

生振大橋
（生振8線）茨戸川

漕艇庫

花畔大橋

生振3線
（下部湖盆）

日本海

石狩川

:アオコ発生場所
:水質観測所位置

上部湖盆

樽川合流前
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1919Ｂ 低平地の新水路区間

19

【特 徴】
かつて洪水氾濫を繰り返し、蛇行と流路変動を

していた。
扇状地地形の下流で低平地が広がる。
河床勾配は緩く、地盤は泥炭等から構成。

【これまでの対策・取組】
 流下能力向上のための河道掘削。
 排水機場、河川防災ステーションの整備。
 土地区画整理事業と連携した堤防整備。

【現行整備計画における取組】
 河道掘削・樹木伐採による流下断面の確保。
 河道状況の把握・維持管理。
 洪水氾濫時の危機管理体制。

B-1：河道掘削
（実施中） B-3：排水機場整備（完成）

KP1.0

KP2.0

KP3.0

KP4.0

KP5.0

KP6.0

KP7.0

KP8.0

KP9.0

KP10.0

雁来排水機場
（S61完成、H9増設）

厚別排水機場
S59完成、H21増設）

月寒排水機場
（S51完成）

厚別排水機場（農業）
（S44完成）

山本排水機場（農業）
（S43完成）

山本排水機場
（S63完成）

世田ヶ谷排水機場
（S55完成）

野幌排水機場（農業）
（S43完成）

B-2：河川防災ステーショ
ン（H22完成）・土地区画
整理事業と連携した堤防
整備（H30完成）

豊平川札幌地区河川
防災ステーション

創成排水機場

豊平川（KP7.0付近）垂直写真

樹木伐採樹木伐採



2020Ｂ 豊平川の変遷（石狩川合流点～KP7.0付近）

昭和44年

昭和55年（高水敷整備後）

平成27年(現在）

雁
来
大
橋

雁
来
大
橋

雁
来
大
橋

20

 低平地が広がる区間。河床勾配は1/4，200と緩く、地盤は主に泥炭等から構成される。
 石狩川への合流点を下流に切り替える豊平川新水路（昭和16年に通水）区間。



2121Ｂ-1河道掘削について

 河積不足により流下能力の不足している豊平川の下流区間について、流下断面の確保をするため河道掘削を実施。

現況河道
整備計画河道

多様な水辺環境の形成

掘削直後(H25掘削) H28の状況

河道掘削

植生回復状況

②一次掘削後（植生回復）

草本の回復（侵食抑制）

草本回復後、河岸掘削（撤去）

河岸を残して掘削（裸地部からの泥炭流出防止）

③二次掘削

①一次掘削直後河道掘削手順

21



2222B－２河川防災ステーション、堤防整備について

210.8ha

 機動的な防災対策として関係機関と連携し、災害時の緊急復旧活動や洪水時における迅速な水防活動に必要となる河川防
災ステーションを整備。

 札幌市の土地区画整理事業と連携した堤防強化対策を実施。

土地区画整理事業施工区域（H30完成） 丘陵堤整備区域

計画高水位

平成７年１０月撮影 平成２９年１０月撮影

豊平川札幌地区河川防災ステーションの整備（H22完成）

土地区画整理事業と連携した堤防整備（H30完成）

堤防整備のイメージ図

22
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 豊平川流域には北海道、札幌市管理も含めて、多くの排水機場が整備されており、洪水時には排水ポンプ車を配備して、浸水被害の軽減を図って
いる。

B－３排水機場の整備について

④池の前排水機場
野幌排水機場（農業）
（S43完成 排水量4.0m3/s）

厚別排水機場（農業）
（ S44完成 排水量4.0m3/s）

山本排水機場（農業）
（ S43完成 排水量1.7m3/s）

米里排水機場（札幌市）
（S58完成 排水量4.0m3/s）

月寒排水機場（S51完成 排水量15.0m3/s）
山本排水機場（S63完成 排水量8.0m3/s）

世田ヶ谷排水機場
（S55完成 排水量20.0m3/s）

排水機場等の整備

排水ポンプ車による内水排除状況
（厚別第2号樋門、江別市）

茨戸排水機場（S59完成 排水量16.0m3/s）

創成排水機場（S59完成 排水量10.0m3/s）

雁来排水機場
（S61完成 排水量20.0m3/s、H9増設 排水量10.0m3/s）

厚別排水機場
（S59完成 16.0m3/s、H21増設 6.0m3/s）

平成26年9月洪水

総排水量
昭和56年まで ： 45.7m3/s
平成30年まで ：135.7m3/s

23



2424Ｃ 都市部の急勾配区間

24

【特 徴】
 KP10.0～KP14.0付近で堆積傾向、KP16.0～21.0

付近で河床低下傾向である。
 東橋付近から上流にサケ産卵床が多い。
 高水敷は、サイクリングコース、野球場等に利用。

【これまでの対策・取組】
 床止群の老朽化に伴う改築。
 S56.8下旬洪水を契機に、高速流対策を実施。
 床止の魚道整備によりサケの産卵床範囲の拡大。
 樹木伐採による流下断面の確保。

【現行整備計画における取組】
 KP17付近より上流の河床低下対策。
 サケの遡上・産卵環境の保全。
 樹木伐採による流下断面の確保。
 河道状況の把握・維持管理。
 洪水氾濫時の危機管理体制。

C-1：床止改築

C-3：帯工の検討（検討中）

C-2：高速流対策（堤脚保護護岸）（H23完成）

6・7号床止
（S34・S26完・

H21改）

8号床止
（S48完・H26改）

3号床止
（S25完・H23改）

4号床止
（S29完・H24改）

5号床止（S36完・H19改）

C-4：魚道整備

河川空間等の利用
樹木伐採（実施中）

東橋
堤 防

KP9.0

KP10.0

KP11.0

KP12.0

KP13.0

KP14.0

1号床止
（S27完成）

KP15.0

KP16.0

KP17.0

KP18.0

KP19.0

KP20.0

KP21.0

樹木伐採



2525Ｃ 豊平川の変遷（KP7.0～KP14.0付近）
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昭和44年

昭和55年（高水敷整備後）

平成27年(現在）

 低水路・高水敷整備が進み、高水敷はサイクリングコース、野球場等に利用。
 縦断勾配の変化区間（1/380～1/1，300）となりKP10.0～14.0付近で堆積傾向。土砂が堆積し樹林化が進行。
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昭和44年

Ｃ 豊平川の変遷（KP14.0～KP21.0付近）
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低下

低下

低下

低下

低下

昭和55年
（高水敷整備後）

平成27年
(現在）

 低水路・高水敷整備が進み、高水敷はサイクリングコース、野球場等に利用。河床勾配が約1/160の急流区間。
 昭和56年洪水により大規模な河床低下と土砂堆積が発生。 KP16.0～21.0付近で河床低下傾向。
 近年では、中規模出水により澪筋部の河床低下がさらに進行している箇所が見られる。
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■KP10.0～KP14.0付近で堆積傾向、KP16.0～21.0付近で河床低下傾向である。

Ｃ 豊平川の縦断形状（直轄区間）

豊平川 低水路内河積変動量変化図

土砂移動量
H13－H27の平均値

1号床止工

5号床止工 6号・7号床止工

3号床止工
4号床止工 8号床止工
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2828Ｃ-1 床止配置の考え方について
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床止め配置図

■豊平川の床止群

 下流の新水路完成後（S16）、全体計画書（S28）で７基の床止を計画。

• 豊平川の床止群は、豊平橋のフーチングが露出していたことから緊急措置として床止を３基（1号、3号、7号）設置。
• 中流部の河床砂礫の移動を抑えるため、床止群を検討。

豊平川床止め計画縦断図
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2929C-１ 床止の補修・改築について
 昭和20年代から30年代にかけて設置した床止群は、長年の流水の作用により経年劣化（破損等）が生じているため、現行の構造基準を踏まえ補

修・改築を検討（Ｈ１５～） 。
 床止を撤去した場合、橋脚など既存構造物への影響が懸念され、また、現状で床止により河道が概ね安定していることから、床止群は現位置で補

修・改築を実施。

床止老朽化のイメージ図

７号床止本体直下空洞化

床止め補修・改築

8号床止改築後

29



3030C-２ 高速流対策（堤脚保護護岸）について

 昭和56年8月洪水では、高速の乱れた流れにより河岸侵食や高水敷洗掘が発生したことから、高速流対策（堤脚保護護岸）を平成23年迄に実施。

豊平川の高速流対策（昭和56年8月洪水以降）

●高速流対策状況（堤脚保護護岸）

堤 防

既設低水路護岸
堤脚保護護岸既設法覆基礎

既設護岸

既設低水路護岸巻止ブロック

三角波の発生（ミュンヘン大橋
下流）◆高速の流れにより河岸侵食及び高水敷洗掘が発生。

南大橋上流左岸

幌平橋付近の激流

幌平橋直下流左岸

◆昭和56年8月下旬洪水では、高速の激しい流れが発生。

30

 洪水時に堤防の侵
食を防ぐため、高速
流対策として堤脚
保護護岸を実施し、
既設の高水護岸等
と一体で堤防を守
る。
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(5) 景観の変化 

豊平川下流の床止群は、コンクリート構造物による見た目にも人工的な横断工作物

である。これに対し、平成 21 年度に試験施工したミュンヘン大橋上流の帯工は自然

石の石組み構造を採用しており、河川工作物であることに気づかないほど現地の景観

に馴染んでいる。 

このような背景を踏まえて、帯工の設計にあたっては、景観への影響も念頭に置い

た帯工の形状や規模に配慮する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4.1.3 現在の石組み帯工の景観 

 

C-3 帯工の検討

 現在、床止め上流区間における河床低下対策として、帯工７基の配置を大型模型実験と数値シミュレーションにより検討。
 平成21年以降、帯工を設置し、モニタリングを実施。平成23年の出水で帯工下流の河床低下が見られたが、帯工形状は維持され、その後、河床低

下箇所の堆積が見られた。
 引き続き、根継ぎ護岸、帯工、砂州切り下げ、置土などを組み合わせた河床低下抑制に効果的な対策工を検討する。

H22.8.26撮影（藻岩地点流量20.02m3/s）

H28.10.7撮影（藻岩地点流量9.23m3/s）

■模型実験状況

ミュンヘン大橋

ミュンヘン大橋付近斜め写真 ミュンヘン大橋付近模型

■試験帯工（KP19.38）■検討している帯工配置案

ミュンヘン大橋下部工

① ②

③
④ ⑤

⑥
⑦

※青字は設置済み
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3232C-４ 魚道整備による魚類の移動区間の拡大

 既設床止めに魚道を整備した結果、魚類の移動範囲が回復し、サケの産卵床範囲が上流にまで拡大した。

資料：札幌市豊平川さけ科学館館報他（一部加筆）

 

１ ９ ９ ３ 年 

１ ９ ９ ５ 年 

１ ９ ９ ７ 年 

１ ９ ９ ９ 年 

流向 

豊平川 

２ ０ ０ ４ 年 

真駒内川 

豊平川 
さけ科学館 

五輪小橋 

五輪大橋 

 

１ ９ ９ ３ 年 

１ ９ ９ ５ 年 

１ ９ ９ ７ 年 

１ ９ ９ ９ 年 

流向 

豊平川 

２ ０ ０ ４ 年 

真駒内川 

豊平川 
さけ科学館 

五輪小橋 

五輪大橋 

２０１７年 KP20

KP19

KP18

KP17

KP16

KP15
KP14

KP13

６・７号床止

５号床止

４号床止
1994魚道工

３号床止
1993魚道工

１号床止

６・７号床止

５号床止
1995魚道工

４号床止 ３号床止

１号床止

６・７号床止
1997魚道工

５号床止
４号床止 ３号床止

１号床止

８号床止

６・７号床止
2009改築

５号床止
2007改築

４号床止
2012改築

３号床止
2011改築 １号床止

８号床止
2014改築

凡 例

サケの産卵床

床止工

床止工（魚道あり）

サケの産卵区間

凡 例

サケの産卵床

床止工（魚道なし）

床止工（魚道あり）

サケの産卵区間

2011.6撮影

8号床止

南22条大橋

改築前の8号床止め
8号床止の落差は緩く、サケの遡上が可能であった。
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 3号、4号、5号、6・7号床止の魚道やその下流には、H23.9出水を契機に砂州が堆積している。
 サケの遡上への影響について引き続きモニタリングし、必要に応じて遡上環境の確保のため、砂州の掘削などを行う。
 また、5号床止の魚道など経年変化により粗石の剥離などが生じている箇所については、必要な補修を実施する。

床止区間の河道変化

C-４ サケの遡上環境（魚道）について

3号床止

魚道下流に堆積

H30.7撮影 4号床止

魚道が埋没

H30.7撮影 6.7号床止

魚道下流に堆積

H30.7撮影

H30.7撮影

8号床止 H30.7撮影5号床止
H28.6撮影

33

粗石剥離

１号床止 H30.9撮影

H22.6

H23.10

H27.11

1号床止
3号床止 4号床止

5号床止

6･7号床止

8号床止
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 豊平川の市街地部では、昭和46年から河川環境整備事業による高水敷造成を行い、札幌市が都市計画緑地として野球場、サイクリングコース等を整備。
 さまざまなイベントやスポーツ、憩いの場として多くの市民に利用され、自然観察や魚釣りなど自然とのふれあいの場としても利用されている。
 また、冬期間においては高水敷を雪堆積場として利用している。

河川空間の利用 ◆人々が川や水辺とふれあい親しめる場として利用されるよう地域住民や関係機関と連携し、その整備に努める。

野球場

出展：H26河川空間利用実態調査より

河川空間利用実態

山鼻ウォーターガーデンサイクリングコース パークゴルフ場

出典：札幌河川事務所「豊平川マップ」より

C 河川空間等の利用

利用場所別

利用形態別
KP20.0

KP13.0

KP7.0

雪堆積場

冬期の高水敷利用
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 河道内のヤナギ等の繁茂状況を把握し、河道断面が狭く流下能力が不足するなど治水上支障となる区間について樹木の伐採を実施。
 有識者及び関係機関からの意見を踏まえ、保全する在来樹種及び伐採範囲を選定。
 水際の河畔林は動植物の生息・生育の場であり、多様な水辺環境の形成、緑の連続性確保に配慮する。

C 樹木伐採・管理事例について

樹木範囲

H24末時点樹木範囲
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 河道内のヤナギ等の繁茂状況を把握し、河道断面が狭く流下能力が不足するなど治水上支障となる区間について樹木の伐採を実施。
 樹木伐採は、有識者及び関係機関からの意見を踏まえ、再樹林化を抑制する手法を採用した（樹皮剥ぎ、萌芽枝伐採等）。
 伐採後は河道状況、生物生息状況等をモニタリングし順応的管理に努める。

樹木管理伐採前

樹木管理伐採後

樹木管理伐採後 4年
目

36

C 樹木伐採・管理事例について

伐採前

計画高水位

河道内樹木管理イメージ図

伐採実施後

樹木の繁茂状況の把握
河道内樹木の適切な維持管理



3737C 樹木有効活用事例について

一時堆積状況（流木一時堆積場）

流木無料配布所利用状況
(下流園地）

流木無料配布所利用状況
(流木処理場）

 半径8.0mの小網場を製作し、小型船舶で収集移送する。
 流木収集箇所から運搬された流木及び塵芥は、流木無料配布所での配布、残りは現地でチップ化し、同様にチップの無料配布を行う。
 流木による工作体験も実施。チップ化した流木は、燃料や園路の敷設材などに利用している。

流木収集状況 チップ化作業状況

配布チラシ

※流木捕捉量:空隙を含んだ流木の体積

◆流木捕捉量

豊平峡ダム

定山渓ダム

37

地元マラソン大会コース敷設

イベントでの流木による工作体験



3838Ｄ 山地を流下する区間

38

【特 徴】
 山地を流下する地域。

（石山・真駒内地区～定山渓温泉街）
 露岩箇所が確認されている。

【これまでの対策・取組】
発電ダム、取水堰、多目的ダム等によ

る、電力・上水・治水事業。
昭和57年から直轄砂防事業に着手。
公共施設見学ツアー、ダムワイン、紅葉

の景勝地等の観光資源としての活用。

【現行整備計画における取組】
 多目的ダムの管理、砂防施設の整備。
 洪水氾濫時の危機管理体制。

D-3：砂防事業

D-2：定山渓ダム（H元年完成）

D-1：露岩確認箇所

D-2：豊平峡ダム（S47完成）

定山渓ダム

豊平峡ダム

砥山ダム
（S47完成） 藻岩取水堰

（S11完成）

南の沢川
床固工群
（実施中）

穴
の
川
床
固
工
群

オ
カ
バ
ル
シ
川
床
固
工
群

（実
施
中
）

野
々
沢
川
床
固
工
群

（

KP21.0

KP20.0

簾
舞
川
床
固
工
群

（実
施
中
）
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南7条大橋

南大橋

幌平橋

南19条大橋

南22条大橋

ミュンヘン大橋

新藻岩橋

藻岩上の橋

五輪大橋

山鼻川合流点

真駒内川

合流点

4号床止工

5号床止工

6号床止工

7号床止工

8号床止工

15.0 16.0 17.0 18.0 19.0 20.0 21.0 22.0
10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75
標

高

(TP.m)

距離標（KP）

豊平川平均河床高縦断図（KP15.0～KP22.0）

平均河床高（S28）

平均河床高（S43）

平均河床高（S46.S47）

平均河床高（S56.S57）

平均河床高（H7）

平均河床高（H13）

平均河床高（H18）

平均河床高（H23.9月出水後）

平均河床高（H27）

南の沢川合流点

藻南公園

藻南橋

石山大橋

石山橋

白川橋

十五島

公園

22.0 23.0 24.0 25.0 26.0 27.0 28.0 29.0
60

65

70

75

80

85

90

95

100

105

110

115

120

125

130
標

高

(TP.m)

距離標（KP）

豊平川平均河床高縦断図（K22.0～KP29.0）

平均河床高（S53）

平均河床高（H11）

平均河床高（H19）

直 轄 区 間

21.4

北 海 道 区 間

地下鉄

南北線

川沿地区

平均河床高（S53）

平均河床高（H11）

平均河床高（H19）

露岩箇所

平均河床高（S28）

平均河床高（S43）

平均河床高（S46.S47）

平均河床高（S56.S57）

平均河床高（H7）

平均河床高（H13）

平均河床高（H18）

平均河床高（H23.9月出水後）

平均河床高（H27）

露岩箇所

39

D 豊平川の縦断形状（直轄区間上流部／北海道管理区間）
 北海道管理区間（KP21.2上流）は、河床低下がS56.8洪水で進行したが、局所的な変化を除きそれ以降の変動量は小さい。
 定山渓温泉街から石山地区・真駒内地区までの区間で露岩が確認されている。

硬石山水管橋付近

五輪大橋下流

藻南公園付近

白川橋付近

2016（H28）

2016（H28）

2016（H28）.7月

2016（H28）.7月

2016（H28）.7月

39
21.2
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D-1 河床の露岩の状況
 北海道管理区間の定山渓温泉街から石山地区・真駒内地区までの区間で、露岩箇所が確認されている。

五輪大橋

川沿地区

藻岩ダム

白川取水堰

新藻岩橋

藻南橋

十五島公園

硬石山
水管橋

H28撮影

藻南公園付近

H28撮影

2016（H28）.7月

白川橋付近

H28撮影

硬石山水管橋付近

H28撮影

石山
大橋

白川橋

五輪大橋下流

H28撮影

硬石山付近

石山橋

定山渓温泉付近

H28撮影

H30撮影

白川橋付近

40



4141

藻南公園付近

D-1 露岩箇所（藻南公園付近）

 藻南公園付近（H30撮影）

 藻南公園付近（撮影年不明 昭和50年代）

41



4242

十五島公園

 十五島公園付近（H30撮影）

 十五島公園付近（S35撮影）

D-1 露岩箇所（十五島公園付近）

 十五島公園付近（撮影年不明 昭和60年代）

42

 川へ降りる階段が浮き上がっている状況
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白川橋

H30撮影

D-1 露岩箇所（白川橋付近）

 白川橋付近（昭和60年代撮影）

43

 白川橋付近（現在）

白川取水堰

白川取水堰



4444D-2 豊平峡ダムの概要

豊平峡ダムは石狩川水系豊平川に建設された多目的ダムで、洪水調節、水道
用水の供給、発電を目的として昭和47年に完成した。

洪水調整：ダム地点において最大680m3/sの洪水調節
水 道：水道用水は札幌市へ最大520,000m3/日を供給している。
発 電：豊平峡発電所で最大出力50,000kｗを発電

貯水容量配分図

最低水位EL=437.68m

第1期制限水位EL=458.78m

第2期制限水位EL=469.08m 8,100千m3（第2期）

20,200千m3（第1期）

利水容量37,100千m3

水道用水：37,100千m3

発 電：37,100千m3

常時満水位EL=474.88m

基礎基盤EL=374.88m

堆砂容量5,000千m3

総貯水容量47,100千m3

死水容量5,000千m3

豊平峡ダム全景

◆

洪水調節容量

6月15日～30日 10月1日～31日

7月1日～9月30日

堤頂高EL=477.38m

越流高EL=468.88m

44
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定山渓ダムは石狩川水系小樽内川に建設された多目的ダムで、洪水調節、水道
用水の供給、発電を目的として平成元年に完成した。

洪水調整：ダム地点において最大460m3/sの洪水調節
水 道：水道用水は札幌市へ最大375,000m3/日を供給
発 電：小樽内発電所で最大出力7,000kｗを発電

◆

貯水容量配分図

定山渓ダム全景 基礎基盤EL=274.9m

堆砂量3,700千m3

最低水位EL=325.3m

サーチャージ水位EL=390.4m

総貯水容量82,300千m3

洪水調節容量19,000千m3

常時満水位EL=381.5m

利水容量59,600千m3

水道用水：59,600千m3

発 電：48,400千m3

有効貯水容量
78,600千m3

D-2 定山渓ダムの概要

堤頂高EL=392.4m

越流高EL=383.6m

45
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0

2,000

4,000

6,000

Ｓ４８ Ｓ５８ Ｈ５ Ｈ１５ Ｈ２５ Ｈ３５ Ｈ４５ Ｈ５５ Ｈ６５ Ｈ７５

豊平峡ダム
千m3

計画堆砂容量 5,000千m3

0

2,000

4,000

6,000

Ｈ２ Ｈ１２ Ｈ２２ Ｈ３２ Ｈ４２ Ｈ５２ Ｈ６２ Ｈ７２ Ｈ８２ Ｈ９２

定山渓ダム

千m3

計画堆砂容量 3,700千m3

0

20

40

60

80

100

S58 S63 H5 H10 H15 H20 H25

その他ダム等の浚渫量

藻岩取水堰

砥山ダム

一の沢ダム

千m3

豊平川ダム群位置図

定山渓ダム
（H元年完成）

豊平峡ダム
（ S47年完成）

藻岩取水堰
（S11完成）

直轄上流端

砥山ダム
（S47年完成）

一の沢ダム
（T15年完成）

豊平川

D-2 ダム群の堆砂状況

 上流部では、大正15年に発電ダムの一の沢ダム（排砂水路を有する）が整備され、その後、昭和50年までに北海道開発局管理の豊平峡ダム（S47）、
定山渓ダム（H元）を含む、計５つのダムが整備されており、約２９７万m3の土砂が堆砂している。

【出典：定山渓ダム管理年報】

【出典：豊平峡ダム管理年報】

【参考：北海道電力資料】

【参考：北海道電力資料】
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800

S58 S63 H5 H10 H15 H20 H25

その他ダム等への堆砂

一の沢ダム

砥山ダム

藻岩取水堰

千m3
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4747

豊平川における砂防事業の区分

区 分（対策区域） 目 的

①地域渓流対策
（都市区域）

豊平川の段丘、台地、山麓部
に展開する市街地に対する
土砂災害の防止を図る。

②土石流危険渓流
対策
（全域）

土石流危険渓流に指定された
渓流における土石流・土砂流
災害を防止する。

③貯水池対策
（豊平峡ダム流域

定山渓ダム流域）

流入土砂による貯水池の治
水・利水上の機能低減を防止
する。

④下流河道対策
(ダム流域をのぞく
全域)

河川中～下流部における土砂
堆積を防止し、洪水や土砂の
氾濫防止を図る。

土石流を直接受
け止める。

砂防えん堤

流路工

護岸と落差工などの組み
合わせで、河床や岸が削

られることを防ぐ。

土砂を貯めるた
めの施設

遊砂地

穴の川

床固工

川の流れをゆるくし川底など
が削られるのを防ぐ

オカバルシ川野々沢川

床固工

D-3 豊平川直轄砂防事業①

 直轄砂防事業は、昭和50年、56年の土砂災害を契機として、札幌南部の山麓部等に進展する市街地において土砂災害を防止することを優先して
地域渓流対策を中心に進めてきている。

南の沢川

47

地域渓流対策
を優先的に実
施

・野々沢川 ・穴の沢川

・オカバルシ川 ・南の沢川

・簾舞川

の５河川で整備を実施
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対策前

流路工

砂防えん堤

遊砂地

対策後

←

野
々
沢
川

←

オ
カ
バ
ル
シ
川

過去の状況(昭和40年頃)

←

野
々
沢
川

←
オ
カ
バ
ル
シ
川

現在の状況

砂防えん堤

遊
砂
地

整備済（砂防施設）
市街化区域

D-3 豊平川直轄砂防事業②

 昭和56年の災害を契機として計画規模の降雨による土砂移動が引き起こす土石流や河道閉塞、河床上昇に伴う洪水氾濫による災害を防ぐことを
目的に昭和57年より直轄砂防事業に着手。

 市街地に土砂を流入させないため、市街地上流で遊砂地、砂防えん堤等の対策を実施する。遊砂地等の砂防施設の整備にあたっては、引き続き
自然環境の保全や親水性に配慮する。

S56.8洪水での土砂災害

48



4949D-3 砂防施設群の堆砂状況

 上流部の砂防流域内には、約40基の砂防施設が整備されており、約６６万m3の土砂が堆砂している。

＜砂防えん堤の施設効果（横断図）＞

＜砂防えん堤の施設効果（縦断図）＞

地山

元河床

元河床勾配1/i

平常時堆砂勾配1/2i

計画堆砂勾配

元河床

調節量

扞止量（不安定土砂量）

貯砂量（計画堆砂量）

扞止量（不安定土砂量）

貯砂量（計画堆砂量）

砂防えん堤の累積堆砂量と空容量
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3

※グラフの白抜き部分は空容量を示す。

砂防施設の堆砂状況（H13） 49
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50

D-3 透過型堰堤の推進

 平成２８年４月「砂防基本計画策定指針（土石流・流木対策編）」の改訂により、砂防堰堤の形式選定にあたり、透過構造を有する施設を原則とした。
 平成２９年７月九州北部豪雨での甚大な土砂・流木被害への対策として、透過型堰堤の新設、既設堰堤の透過型への改良等を推進することとした。
 豊平川直轄砂防事業においても、簾舞川で現在建設中の砂防堰堤を透過型堰堤として整備するなど、下流へ土砂を流す取組を推進している。
 透過型堰堤の推進により、水と土砂は設置前と同じように流出する。

50



5151

住民等

避
難
行
動

災害時の情報伝達方法について

一般住民

緊急速報メール

51

リエゾン
自治体との
調整役
（災害情報や
支援活動等の連絡・調整等を
行う）

札幌開発建設部

ホットライン
・河川・ダムの情報
・今後の水位の見込み
・避難等の助言
・被災情報提供

洪水予報（気象台との共同発表）
水位 避難判断水位 氾濫危険水位 氾濫発生
発表情報 氾濫警戒情報 氾濫危険情報 氾濫発生情報

ダム情報
・洪水警戒体制
・放流開始通知
・洪水調節開始通知
・異常洪水時防災操作開始通知 等

テレビラジオ等

報道機関

メール
FAX等

派遣
情報収集

携帯電話事業者

（NTTﾄﾞｺﾓ、KDDI・沖縄
ｾﾙﾗｰ、ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ（ﾜｲﾓﾊﾞｲ
ﾙ含む））

通信会社

携帯電話事業者

（NTTﾄﾞｺﾓ、KDDI・沖縄
ｾﾙﾗｰ、ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ（ﾜｲﾓﾊﾞｲ
ﾙ含む））

通信会社

FAX

情報提供

巡視・サイレン等
（警報区間）

関係自治体

避難準備 避難勧告 避難指示（緊急）
高齢者等避難開始 首長

緊急速報メール
広報車・防災無線等

電話

システム

北海道



5252災害時の情報伝達方法について（札幌市の事例）

52

台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、石狩川水系 石狩川・豊平川・月寒川・望月寒川 直轄河川管理区間の
避難勧告発令着目型タイムライン（防災行動計画） 札幌市（1/2）

住民等札幌市

警戒配備体制

○河川水位、雨量、内水被害状況等の情報収集

○避難場所開設の指示（一部）

避難の継続（垂直避難含む）

○必要に応じ、助言の要請

○指定要員の配置 ○一部管理職の配置

○巡視・水防活動状況報告

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○広報車、緊急速報メール、連絡網
等による避難準備情報の受信

○気象情報の収集
○体制等の検討

○ハザードマップ等による避難場所・
避難ルートの確認

避難解除

○緊急カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

○避難準備情報発令を関係機関に通知
○緊急速報メール、マスコミ、地下街等への連絡実施

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保
○関係機関・業者への連絡調整

○避難所増設の指示

【災害対策本部設置（市長登庁）】

○北海道に報告（義務）

○北海道に報告（義務）

※気象、水位、被害状況等によって、対応内容・時期は異なる

札幌開発建設部・札幌河川事務所気象・水象情報

水防団待機水位到達
石狩川篠路水位観測所（水位2.50m）
豊平川藻岩水位観測所（水位38.60m）
豊平川雁来水位観測所（水位5.40m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
石狩川篠路水位観測所（水位2.90m）
豊平川藻岩水位観測所（水位40.10m）
豊平川雁来水位観測所（水位7.40m）

洪水予報（氾濫注意情報）

氾濫危険水位到達
石狩川篠路水位観測所（水位4.90m）
豊平川藻岩水位観測所（水位41.40m）
豊平川雁来水位観測所（水位8.70m）

洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○被災情報提供
（ホットライン）

洪水予報（氾濫発生情報）

氾濫発生

○施設（ダム・樋門・排水機場等）の点検・操作確認

○リエゾンの派遣

緊急復旧、堤防調査委員会設置

-72h

-48h

-24h

-12h

-4h

0h

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

-3h

○CCTVによる監視強化

【注意体制】

【警戒体制・災害警戒本部設置】

【非常体制・災害対策本部設置】

○樋門・排水機場の操作
○応援体制の確認 ○河川利用者への注意喚起
（防災エキスパート等） ○工事業者への連絡

※台風上陸

○水防協力業者要請
（災害対策機械要請）

○防災ヘリコプター要請

○防災エキスパート要請

○水防協力業者による水防活動 （開発災害対策機械使用）

-4.5h

○ダム事前放流の指示・確認

◇大雨警報

◇台風に関する石狩・空知・後志地方気象
情報

◇大雨・洪水注意報

◇台風に関する石狩・空知・後志地方気象
情報

◇台風説明会実施

◇台風に関する石狩・空知・後志地方気象
情報（以後、気象情報は随時発表）

◇洪水警報
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警戒配備体制の増強

避難勧告発令
（対象区域）

避難指示(緊急)

非常配備体制
避難開始（垂直避難含む）

避難判断水位到達
石狩川篠路水位観測所（水位4.60m）
豊平川藻岩水位観測所（水位41.10m）
豊平川雁来水位観測所（水位7.50m）

洪水予報（氾濫警戒情報）

○災害対策機械の派遣要請（必要に応じて）

○リエゾンから の情報提供

○関係機関への応援要請（災害救助法、自衛隊派遣、政
令市、協定企業等）

○災害対応業務（捜索・救助、緊急輸送道路確保、避難場
所物資供給等）
○被災者への各種相談窓口の設置、被害情報の処理・集計

○避難指示発令を関係機関に通知
○激甚法に係る調査

○避難の準備（要配慮者以外）

○広報車、緊急速報メール、連絡網
等による避難勧告の受信

○TEC-FORCEの活動

○被害状況・調査結果等の公表

○緊急復旧工法の協議、策定

○防災ヘリコプター等による迅速な状況把握

○記者発表（破堤発生）

避難完了（垂直避難含む）

要配慮者避難開始

避難準備・高齢者等避難
開始（月寒川、望月寒川

は発令対象外

○被災状況に応じた配備体制の強化

○避難勧告発令を関係機関に通知
○緊急速報メール、マスコミ、地下街等への連絡実施

○避難指示区域からの職員・関係業者の撤収指示の徹底

○記者発表（危険水位超過・災害対策本部設置）

緊急体制

【緊急災害対策実施本部設置】

○緊急速報メール、連絡網等によ
る避難指示の受信

○避難状況の情報収集・整理、新規避難所開設の検討等
○避難勧告区域からの職員・関係業者撤収の検討

○緊急速報メール、マスコミ、地下街等への連絡実施

注意体制 ○関係職員への情報伝達

○巡視・水防活動状況報告

○巡視・水防活動状況報告

○避難所の開設

○リエゾンからの情報提供

○リエゾンから の情報提供

○氾濫発生情報の関係機関への通報
最終的な危険回避行動

水防警報（指示）

堤防天端に水位が到達する恐れがある場合

計画高水位超過 溢水破堤 漏水破堤発生
石狩川篠路水位観測所（水位6.21m）
豊平川藻岩水位観測所（水位41.59m）
豊平川雁来水位観測所（水位11.74m）

ホットライン
・避難判断水位到達
・今後の水位の見込み
・避難準備の助言
・被災情報提供

ホットライン
・越水又は決壊の発生
・被災情報提供

ホットライン
・氾濫危険水位到達
・今後の水位の見込み
・避難勧告の助言
・被災情報提供

◇必要に応じて気象支援資料の提供
札幌管区気象台

H30.1.30

ホットライン
・越水又は決壊のおそれ

※避難勧告等に関するガイドライン（内閣府：平成29年1月）を参考に作成。また、北海道からの情報もあるが、割愛している。
※気象・水象情報に関する発表のタイミングや各機関の行動等については、既往洪水による気象状況、豊平川 雁来水位観測所における計画規模の洪水による水位ハイドロ（水位波形）、

市町村の防災業務に関する計画等を参考に記載しており、実際の洪水では地域・事象等により異なることがある。また、今後の洪水を踏まえ見直しを実施するものである。
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台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、石狩川水系 厚別川 直轄河川管理区間の
避難勧告発令着目型タイムライン（防災行動計画） 札幌市（2/2）

住民等札幌市

警戒配備体制

○河川水位、雨量、内水被害状況等の情報収集

○避難場所開設の指示（一部）

避難の継続（垂直避難含む）

○必要に応じ、助言の要請

○指定要員の配置 ○一部管理職の配置

○巡視・水防活動状況報告

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○気象情報の収集
○体制等の検討

○ハザードマップ等による避難場所・
避難ルートの確認

避難解除

○緊急カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

○避難準備情報発令を関係機関に通知
○緊急速報メール、マスコミ、地下街等への連絡実施

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保
○関係機関・業者への連絡調整

○避難場所増設の指示

【災害対策本部設置（市長登庁）】

○北海道に報告（義務）

○北海道に報告（義務）

※気象、水位、被害状況等によって、対応内容・時期は異なる

札幌開発建設部・札幌河川事務所気象・水象情報

水防団待機水位到達
厚別川川下橋水位観測所（水位9.62m）
厚別川厚別水位観測所□（水位2.90m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
厚別川川下橋水位観測所（水位10.48m）
厚別川厚別水位観測所□（水位3.80m）

氾濫危険水位到達
厚別川川下橋水位観測所（水位11.70m）
厚別川厚別水位観測所□（水位6.90m）

水位周知（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○被災情報提供
（ホットライン）

水位周知（氾濫発生情報）

氾濫発生

○施設（ダム・樋門・排水機場等）の点検・操作確認

○リエゾンの派遣

緊急復旧、堤防調査委員会設置

-72h

-48h

-7h

-4h

0h

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

-3h

○CCTVによる監視強化

【注意体制】

【警戒体制・災害警戒本部設置】

【非常体制・災害対策本部設置】

○樋門・排水機場の操作

○応援体制の確認 ○河川利用者への注意喚起
（防災エキスパート等） ○工事業者への連絡

※台風上陸

○水防協力業者要請
（災害対策機械要請）

○防災ヘリコプター要請

○防災エキスパート要請

○水防協力業者による水防活動
（開発災害対策機械使用）

-6h

○ダム事前放流の指示・確認

◇大雨警報

◇台風に関する石狩・空知・後志地方気象
情報

◇大雨・洪水注意報

◇台風に関する石狩・空知・後志地方気象
情報

◇台風説明会実施

◇台風に関する石狩・空知・後志地方気象
情報（以後、気象情報は随時発表）

◇洪水警報
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警戒配備体制の増強

避難勧告発令
（対象区域）

避難指示(緊急)

非常配備体制
避難開始（垂直避難含む）

避難判断水位到達
厚別川川下橋水位観測所（水位11.10m）
厚別川厚別水位観測所□（水位6.50m）

○災害対策機械の派遣要請（必要に応じて）

○リエゾンから の情報提供

○関係機関への応援要請（災害救助法、自衛隊派遣、政
令市、協定企業等）

○災害対応業務（捜索・救助、緊急輸送道路確保、避難場
所物資供給等）
○被災者への各種相談窓口の設置、被害情報の処理・集計

○避難指示発令を関係機関に通知
○激甚法に係る調査

○広報車、緊急速報メール、連絡網
等による避難勧告の受信

○TEC-FORCEの活動

○被害状況・調査結果等の公表

○緊急復旧工法の協議、策定

○防災ヘリコプター等による迅速な状況把握

○記者発表（破堤発生）

避難完了（垂直避難含む）

○被災状況に応じた配備体制の強化

○避難勧告発令を関係機関に通知
○緊急速報メール、マスコミ、地下街等への連絡実施

○避難指示区域からの職員・関係業者の撤収指示の徹底

○記者発表（危険水位超過・災害対策本部設置）

緊急体制

【緊急災害対策実施本部設置】
（必要に応じて）

○緊急速報メール、連絡網等によ
る避難指示の受信

○避難状況の情報収集・整理、新規避難所開設の検討等
○避難勧告区域からの職員・関係業者撤収の検討

○緊急速報メール、マスコミ、地下街等への連絡実施

注意体制 ○関係職員への情報伝達

○地下街等に洪水予報伝達

○巡視・水防活動状況報告

○巡視・水防活動状況報告

○避難所の開設

○リエゾンから の情報提供

○リエゾンから の情報提供

○氾濫発生情報の関係機関への通報 最終的な危険回避行動

水防警報（指示）

堤防天端に水位が到達する恐れがある場合

計画高水位超過 溢水破堤 漏水破堤発生
厚別川川下橋水位観測所（水位12.03m）
厚別川厚別水位観測所□（水位6.92m）

ホットライン
・避難判断水位到達
・今後の水位の見込み
・避難準備の助言
・被災情報提供

ホットライン
・越水又は決壊の発生
・被災情報提供

ホットライン
・氾濫危険水位到達
・今後の水位の見込み
・避難勧告の助言
・被災情報提供

◇必要に応じて気象支援資料の提供
札幌管区気象台

ホットライン
・越水又は決壊のおそれ

※避難勧告等に関するガイドライン（内閣府：平成29年1月）を参考に作成。また、北海道からの情報もあるが、割愛している。
※気象・水象情報に関する発表のタイミングや各機関の行動等については、既往洪水による気象状況、厚別川 厚別水位観測所における計画規模の洪水による水位ハイドロ（水位波形）、

市町村の防災業務に関する計画等を参考に記載しており、実際の洪水では地域・事象等により異なることがある。また、今後の洪水を踏まえ見直しを実施するものである。

H30.1.30
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 既往洪水の内、豊平川流域の平均雨量が多い上位10洪水と近年の3洪水を含めて、降雨分布を整理。
 既往洪水における降雨分布として、上流の様々なエリアに強い雨が降るケースがある。

Ⅱ豊平川流域の降雨パターンについて

54

洪水名 豊平川流域平均3日雨量、雁来地点ピーク流量

昭和31年8月洪水 豊平川流域雨量第10位 139mm/3日 雁来地点Qp=729m3/s

昭和36年7月洪水 豊平川流域雨量第4位 187mm/3日 雁来地点Qp=874m3/s

昭和37年8月洪水 豊平川流域雨量第3位 225mm/3日 雁来地点Qp=1,358m3/s

昭和47年9月洪水 豊平川流域雨量第8位 156mm/3日 雁来地点Qp=1,252m3/s

昭和48年8月洪水 豊平川流域雨量第9位 151mm/3日 雁来地点Qp= 459m3/s

昭和50年8月洪水 豊平川流域雨量第5位 183mm/3日 雁来地点Qp=1,242m3/s

昭和56年8月上旬洪水 豊平川流域雨量第1位 295mm/3日 雁来地点Qp= 647m3/s

昭和56年8月下旬洪水 豊平川流域雨量第2位 238mm/3日 雁来地点Qp=1,417m3/s

平成13年9月洪水 豊平川流域雨量第7位 158mm/3日 雁来地点Qp= 749m3/s

平成23年9月洪水 豊平川流域雨量第6位 174mm/3日 雁来地点Qp=1,050m3/s

平成26年9月洪水 近年洪水 96mm/3日 雁来地点Qp= 695m3/s

平成28年8月20日洪水 近年洪水 67mm/3日 雁来地点Qp= 202m3/s

平成30年7月洪水 近年洪水 93mm/3日 雁来地点Qp= 753m3/s
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 既往洪水における降雨分布として、上流の様々なエリアに強い雨が降るケースがある。（３日間累積雨量）

Ⅱ豊平川流域の降雨パターンについて
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昭和36年7月洪水（豊平川流域平均雨量第4位） 昭和37年8月洪水（豊平川流域平均雨量第3位）

昭和47年9月洪水（豊平川流域平均雨量第8位） 昭和48年8月洪水（豊平川流域平均雨量第9位）

昭和31年8月洪水（豊平川流域平均雨量第10位）

流域平均雨量
117mm/3日

流域平均雨量
151mm/3日

定山渓ダム
（当時はなし）

豊平峡ダム
（当時はなし）

白井川

豊
平

川

流域平均雨量
204mm/3日

流域平均雨量
256mm/3日

定山渓ダム
（当時はなし）

豊平峡ダム
（当時はなし）

白井川

豊
平

川

流域平均雨量
227mm/3日

流域平均雨量
251mm/3日

定山渓ダム
（当時はなし）

豊平峡ダム
（当時はなし）

白井川

豊
平

川

流域平均雨量
120mm/3日

流域平均雨量
195mm/3日

定山渓ダム
（当時はなし）

豊平峡ダム
（当時はなし）

白井川

豊
平

川

流域平均雨量
153mm/3日

流域平均雨量
148mm/3日

定山渓ダム
（当時はなし）

豊平峡ダム

白井川

豊
平

川

流域平均雨量
187mm/3日

流域平均雨量
170mm/3日

定山渓ダム
（当時はなし）

豊平峡ダム

白井川

豊
平

川

昭和50年8月洪水（豊平川流域平均雨量第5位）

凡 例



5656

 既往洪水における降雨分布として、上流の様々なエリアに強い雨が降るケースがある。（３日間累積雨量）

Ⅱ豊平川流域の降雨パターンについて

56

昭和56年8月上旬洪水（豊平川流域平均雨量第1位） 平成13年9月洪水（豊平川流域平均雨量第7位）昭和56年8月下旬洪水（豊平川流域平均雨量第2位）

平成23年9月洪水（豊平川流域平均雨量第6位） 平成26年9月洪水（近年洪水）

流域平均雨量
296mm/3日

流域平均雨量
289mm/3日

定山渓ダム
（当時はなし）

豊平峡ダム

白井川

豊
平

川

流域平均雨量
214mm/3日

流域平均雨量
293mm/3日

定山渓ダム
（当時はなし）

豊平峡ダム

白井川

豊
平

川

流域平均雨量
150mm/3日

流域平均雨量
159mm/3日

定山渓ダム

豊平峡ダム

白井川

豊
平

川

凡 例

流域平均雨量
147mm/3日

流域平均雨量
310mm/3日

定山渓ダム

豊平峡ダム

白井川

豊
平

川

流域平均雨量
16mm/3日

流域平均雨量
103mm/3日

定山渓ダム

豊平峡ダム

白井川

豊
平

川



5757

 既往洪水における降雨分布として、上流の様々なエリアに強い雨が降るケースがある。（３日間累積雨量）

Ⅱ豊平川流域の降雨パターンについて

平成30年7月洪水（近年洪水）

57

※平成28年8月20日出水、平成30年7月出水は、雨量が少なかったため、凡例の表示範囲を変更した。

平成28年8月20日洪水（近年洪水）

凡 例

流域平均雨量
93mm/3日

流域平均雨量
62mm/3日

定山渓ダム

豊平峡ダム

白井川

豊
平

川

流域平均雨量
77mm/3日

流域平均雨量
98mm/3日

定山渓ダム

豊平峡ダム

白井川

豊
平

川


